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１．はじめに 

日常の対面対話は，空間と時間に大きく制約さ

れている．通常，対面対話では，参加者全員が単

一の話題を共有し，一度に話者は一人だけである

ことが求められる（同期性の制約）．このため発言

の機会を逸することが多い．また会食や会議の場

で，話したい相手と席が離れていて，同じ場にい

るのに話せない場合もしばしばある（近接性の制

約）．本研究では，このような対面対話の制約を解

消する「マルチスレッド対話」が可能な対面対話

環境の実現を目指す．ここでいうマルチスレッド

対話とは，同じ場にいる全員が，空間的位置関係

に左右されず，自分が話したいその瞬間に，同時

進行している複数話題中の任意の話題に参加して

発言が可能な形態の対話である．多人数が集まれ

ば，同じ場で複数話題が同時に展開されることは

あるが，これは話題に基づく集団の単なる分割に

すぎず，上述のマルチスレッド対話とは異なる． 
マルチスレッド対話は，テキスト・チャットで

はしばしば見られ，これがチャットの利点の一つ

となっている[1]．通常のチャットでは，発言履歴

で参加者がわかれば十分であり，参加者の空間的

位置関係は必要ない．またチャットでは，話者交

代規則という概念も希薄であり[1]，参加者は自由

なタイミングで任意の話題の発言が可能である．

この結果，マルチスレッド対話が容易に生じる．  
 そこで本研究では，チャットのコミュニケーシ

ョン形態を取入れることによりマルチスレッド対

話を可能とする，対面対話用のコミュニケーショ

ンツールを開発する． 

２．チャット対話のコミュニケーション形態を

取入れた対面対話環境の実現 

 対面でのマルチスレッド対話を実現するために

は，対面対話における近接性の制約と同期性の制

約の 2 つを解消する必要がある． 
 前節で述べたように，チャット対話での発言履

歴の存在は，参加者の空間的位置関係を無意味化

する．そこで本研究では，対面対話に発言履歴表

示を持ち込むことで，近接性の制約を解消する．

また，チャットは同期性が低く，複数話題がしば

しば同時に存在する．しかし，話題の数が多くな

ったり，発話対の間隔が離れたりした場合には，

やはりマルチスレッド対話の維持が困難となる．

このため，各発言の文末に，どの話題あるいはど

の発話への応答かを特定する表現や，「＞○○さ

ん」のように誰に向けての発言か，誰に返答して

ほしいかを明示する相手指定表現を付加すること

で，この問題を解決している．小倉・石崎[2]は，

これらの表現が分析対象発言の 1/4 の割合で使用

され，発話対間隔が大きくなるほどその出現頻度

が増加する傾向にあることを示している．そこで

本研究でも，これらの表現を発言履歴上に表示す

る手段を採用する． 
以上によって，対面でのマルチスレッド対話を

可能とするシステム「Cha℡」を構築した．さらに，

話者が「指差しする」動作によって自然に相手指

定を行うことができる機能を追加したシステムが

「指しCha℡」である． 

３．指しCha℡の実装 

指しCha℡は，発言相手指定機能や対応先行発言

指定機能を有するボイスチャットシステムである

Cha℡および「指差し」のための IR-Finger と

IR-Receiver からなるクライアントシステムと，発

言データや指差しによる発言相手指定データ等を

管理するサーバシステムで構成される．図 1 に，

指しCha℡の使用風景を示す．図 2 に，Cha℡のユ

ーザインタフェース画面を示す．図 3に，IR-Finger
と IR-Receiver を示す．IR- Finger の根元にある

スイッチを押すと，指先に内蔵された赤外線 LED
から IR-Fingerを識別するための ID情報が発信さ

れる．IR- Receiver は，Cha℡が動く PC と RS232C
によって接続されており，受信した ID 情報を Cha
℡に通知する． 

 

 
図 1. 指しCha℡使用風景 



 指しCha℡ユーザは，まずハンドル名を入力して

ログインし，自分の IR-Finger を自分の IR- 
Receiver に向けてスイッチを押して「指す」こと

により，自分のログイン ID と IR-Finger の ID と

を対応付ける．発言時は，録音開始ボタンを押し，

マイクから発言を入力し，録音終了ボタンを押す

ことで，発言をサーバに登録できる．登録された

発言情報は，発言履歴の末尾に追加される．各発

言情報は，発言 ID・発言者名・発言時刻で構成さ

れる． 
発言の相手を指定するには，発言終了後，次の

発言を録音開始する前に，発言相手として指定し

たい相手の IR-Receiver に向かって自分の IR- 
Finger で「指す」（Cha℡の「発言相手指定ボタン」

を使っても同じことを実現できる）．発言相手指定

は，発言履歴上の発言情報に反映される．自分が

発言相手として指定されている場合は，対応する

発言情報の冒頭に「You: >>>」という表示が付加

される．他人が発言相手として指定されている場

合は，対応発言情報の末尾に「>発言相手名」とい

う表示が付加される．さらに各発言には，先行す

るいずれかの発言との対応付けを付加することが

できる．これは，発言履歴上でいずれかの発言情

報を選択した状態で「返答録音」を行うか，ある

いは普通に発言を録音した直後，次の発言を録音

する前に，発言履歴上でいずれかの発言情報を選

択して，対応先行発言指定ボタンを押すことで実

現できる．対応先行発言は，発言情報の末尾に「>> 
[発言 ID]」という形で示される． 
発言聴取のためには，発言 ID 順に聞く，履歴上

で選択した発言を聞く，自分宛発言のみを順に聞

く，対応先行発言を順に遡って聞く，の 4 種類の

聞き方が用意されている． 

４．関連研究 

VoiceCafe[3]は，個々の発言を音声としてメッセ

ージ単位で保存し，それぞれのメッセージをスレ

ッド単位で表示する等

の電子掲示板に似たイ

ンターフェースをもつ

非同期型音声会議シス

テムである．The Mad 
Hatter’s Cocktail 
Party[4]は，空間的位置

関係にかかわらず，音声

認識を用いて同一スレ

ッドに属する話者の発

話音声がより明確に聞

こえる等の自動的音響

効果を付加した同時的

会話環境である． 
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図 2. Cha℡のユーザインタフェース 

 
図 3. IR-Finger と IR-
Receiver 

スレッドの判定に関して，前者は，再生したメ

ッセージを同一スレッドと判定し，後者は，音声

認識を用いた自動判定を行っている．どちらも話

者の直接的な意図に基づいたスレッド判定を行っ

ているとは言い難い．そこで本研究では，話者自

らの意図に基づき，「指差し」という自然な動作を

用いて確実なスレッド指定を実現している． 

５．まとめと今後の課題 

 対面対話環境で，同じ場を共有する人の空間的

位置関係に左右されずに，話をしたいその瞬間に

話をすることが可能な，マルチスレッド対応型の

コミュニケーションツールのプロトタイプとして

指しCha℡を開発した．今後は，会食，会議等，特

化した目的での展開を目指す予定である．そのた

めに，想定される場面規模での詳細な評価実験を

行うことが 1 つの課題である．また，特化した状

況での使用を想定し，その状況に溶け込んだツー

ル（例えば，会食の場面では，コップ等の，そこ

に存在することが自然であるオブジェクト）と動

作（会食の場面では，「飲み物を飲む」「食器を置

く」等の必ずとる動作）を組み込むことで，より

現実的な状況での自然なマルチスレッド対面対話

環境の構築を行う予定である． 
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